
つ

め

て

み

よ

う

観

て

み

よ

う

見

館山市のホームページアドレス　http://www.city.tateyama.chiba.jp

　
潮
が
引
い
た
磯
の
あ
ち
こ
ち

に
、
ま
る
で
バ
ン
ソ
ウ
コ
ウ
で
も

貼
っ
た
よ
う
に
岩
の
窪
み
に
へ
ば

り
付
い
て
い
る
貝
が
見
ら
れ
る
。

ヒ
ザ
ラ
ガ
イ
と
呼
ば
れ
る
彼
ら
の

体
は
楕
円
形
で
、
背
面
に
は
８
枚

の
貝
殻
が
並
び
、
そ
の
周
り
を
堅

い
肉
帯
が
被
っ
て
い
る
。
こ
の
８

枚
の
貝
殻
は
、
か
つ
て
祖
先
に
体

な
ご
り

節
が
あ
っ
た
名
残
で
あ
り
、
軟
体

動
物
の
最
も
原
始
的
な
姿
を
残
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
無
理
や
り
岩

か
ら
引
き
は
が
す
と
、
腹
を
抱
え

て
背
中
を
曲
げ
る
よ
う
に
し
て
丸

ま
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
姿
か
ら
別

名
で
ジ
イ
ガ
セ
（
爺
が
背
）
と
も
呼

ば
れ
て
い
る
。
中
に
は
少
し
幅
が

広
い
種
類
も
あ
り
、
和
名
で
バ
バ

ガ
セ
（
婆
が
背
）
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
こ
の
他
よ
く
見
ら
れ
る
種
類

に
色
が
美
し
い
ニ
シ
キ
ヒ
ザ
ラ
ガ

イ
や
、
毛
の
束
に
特
長
が
あ
る
ヒ

メ
ケ
ハ
ダ
ヒ
ザ
ラ
ガ
イ
な
ど
が
あ

る
。

～
ど
う
し
て
爺
が
背
？
～

▲ババガセ（婆が背）

　
彼
ら
は
カ
サ
ガ
イ
と
同
様
に
家

を
持
ち
、
潮
が
満
ち
る
と
這
い

け
い
そ
う

廻
っ
て
珪
藻
な
ど
の
餌
を
食
べ
、

や
が
て
も
と
の
家
に
戻
っ
て
く

る
。
バ
バ
ガ
セ
は
肉
食
性
の
変
り

種
で
、
足
の
前
部
を
少
し
浮
か
せ

て
静
止
し
、
知
ら
ず
に
潜
り
込
ん

で
く
る
ヨ
コ
エ
ビ
な
ど
を
捕
ら
え

て
食
べ
る
の
で
あ
る
。

　
沢
山
の
個
体
が
集
ま
る
場
所
で

は
、
留
守
の
家
を
巡
っ
て
縄
張
り

争
い
な
ど
も
起
こ
る
ら
し
い
。

春

の
磯
に
出
て
彼
ら
の
行
動
を
観
察

し
て
み
よ
う
。

（
小
池
康
之
）

ヒ
ザ
ラ
ガ
イ

▲ヒザラガイ（爺が背）

「
お
宅
の
卵
う
ま
い
ね
」っ
て

言
わ
れ
る
の
が
生
き
が
い
で
す
ね

　
父
が
養
鶏
を
し
て
い
た
の
で
、

高
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
始
め
ま

し
た
。
２
年
後
に
弟
も
加
わ
り
、

生
産
、
販
売
の
両
輪
で
働
く
よ
う

に
な
り
、
40
年
に
な
り
ま
す
。
卵

１
個
の
値
段
は
当
時
か
ら
10
円
～

20
円
で
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
豆

腐
や
納
豆
と
同
じ
値
段
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
当
時
の
床
屋
代
が
150

円
で
し
た
か
ら
、
物
価
の
優
等
生

で
す
ね
。
そ
の
分
、
コ
ス
ト
を
下

げ
る
の
は
大
変
で
す
。

　
鶏
が
効
率
よ
く
卵
を
産
む
期
間

は
、
１
年
か
ら
１
年
半
ぐ
ら
い
で

す
。
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
産
卵

数
が
落
ち
て
き
て
、
殻
が
薄
く
な

り
、
商
品
価
値
も
下
が
る
の
で
、

ひ
な

新
し
い
雛
と
入
れ
替
え
る
ん
で

す
。
生
後
５
～
６
か
月
で
卵
を
産

む
よ
う
に
な
る
の
で
、
う
ち
で

ふ
か

は
、
孵
化
し
た
ば
か
り
の
ヒ
ヨ
コ

を
買
っ
て
き
て
育
て
て
い
る
ん
で

す
よ
。

　
一
番
心
配
な
の
は
、
停
電
。
餌

や
水
、
空
調
、
集
卵
な
ど
ほ
と
ん

ど
自
動
化
な
の
で
、
朝
一
番
の
仕

事
は
、
機
械
が
正
常
に
動
い
て
い

る
か
の
チ
ェ
ッ
ク
で
始
ま
り
ま

す
。
台
風
な
ど
の
時
は
泊
り
込
み

で
対
応
し
て
い
ま
す
。
生
き
物
相

手
で
す
か
ら
、
365
日
正
月
も
お
盆

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
共
進
会
で
は
形
や
殻
の
キ
メ
な

ど
の
外
観
が
30
点
、
黄
身
の
色
や

白
身
の
盛
り
上
が
り
具
合
な
ど
の

内
容
が
70
点
の
100
点
満
点
で
審
査

さ
れ
ま
す
。
外
観
は
分
か
り
ま
す

が
、
内
容
は
卵
を
割
っ
て
み
な
い

と
分
か
り
ま
せ
ん
。
97
・
１
点
の

高
得
点
が
採
れ
た
の
も
み
ん
な
の

努
力
と
地
元
神
余
地
区
の
皆
さ
ん

の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　
畜
産
業
界
も
コ
ス
ト
や
輸
入
攻

勢
な
ど
年
毎
に
厳
し
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
他
の
農
産
物
に
比
べ
れ

ば
国
際
競
争
力
が
あ
る
方
で
す
。

卵
を
生
で
食
べ
る
の
は
日
本
人
だ

市
民

シリーズ

122

▲ニシキヒザラガイ

▲ヒメケハダヒザラガイ

男25,052(△165)  女27,028(△156)  世帯数20,748(△65)館山市北条1145-1

●４月1日の人口／総人口52,080(△321)

（　）内は前月比
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宮
本
　
充
さ
ん

　
平
成
12
年
度
千
葉
県
鶏
卵
品
質

改
善
共
進
会
で
先
月
、
農
林
水
産

大
臣
賞
を
受
賞
。
神
余
に
あ
る
鶏

舎
で
４
万
羽
の
成
鶏
を
飼
い
、
日

量
２
㌧
の
鶏
卵
を
生
産
。
生
協
や

市
内
ス
ー
パ
ー
に
出
荷
し
て
い
ま

す
。

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

け
で
す
。
輸
入
も
増
え
て
い
ま
す

が
、
や
は
り
新
鮮
さ
と
安
全
性
が

売
り
で
す
か
ら
。
卵
は
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
を
除
く
す
べ
て
の
栄
養
素
が
バ

ラ
ン
ス
よ
く
含
ま
れ
て
い
る
の
も

強
み
で
す
。
「
お
宅
の
卵
は
う
ま

い
ね
」
っ
て
言
わ
れ
る
の
が
、
生

き
が
い
で
す
ね
。

お
い

　
三
代
目
と
し
て
、
甥
が
加
わ
っ

て
く
れ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
、

若
い
力
も
借
り
て
、
自
然
と
共
生

し
な
が
ら
お
い
し
い
卵
を
作
り
続

け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲宮本養鶏の皆さん

▲100ｍ先まで鶏がズラリ

市民
シ
リ
ー
ズ

鶏卵で農林水産大臣賞を
みつる

受賞した宮本　充さん



２３ だん暖たてやま 平成13年４月15日

　13年度の当初予算の概要をお知らせ

します。

　今年度は、新総合計画の初年度とし

て「館山新世紀発展プラン」をはじめ

とした各種施策の着実な推進を基本方

針としました。

「経済活性化対策」「館山湾の活用と海

辺のまちづくり」「開かれた市政の推

進」「情報化の推進」「少子高齢化対

策」「環境対策」「新しいまちを創る人

づくり」「行財政改革の推進」「広域行

政の推進」の９点を施策課題として、

現在の社会経済情勢や国・県の予算編

成の動向、館山市の財政状況などを十

分配慮し、編成しました。

　一般会計の予算規模は、1 6 2 億

7,400万円で、前年度比9.1％、1 3億

6,400万円の増となりました。

　特別会計は、５つの会計で1 41 億

9,926万円で、前年度比7.5 ％、９億

9,5 87万円の増となり、一般会計と特

別会計を合わせた総額は、3 0 4 億

7,3 26万円で、前年度比8.4％、23億

5 ,987万円の増となりました。

新総合計画の各種施策の着実な推進を基本方針とし て前年比9 .1％増

一般会計当初予算162 億7，400万円

　歳入のトップは、市税の60億4,613万

円。前年度より0.5％の減を見込んでいま

す。

　これを市民一人あたりにすると11万

4,926円、一世帯当たりでは28万5,410

円になります。

　次いで、地方交付税が36億円。市債が

15億1,380万円となっています。

　使い道が特定されず、市独自の政策に使

える市税や地方交付税などの一般財源は、

122億6,318万円で、歳入の75.4％。

　一方、国や県支出金、市債など道路整備

や教育、福祉などに使い道が決められてい

る特定財源は、40億1,082万円で、歳入

の24.6％となっています。

民生費が21 .１％でトップ

１人あたり3 0 万9 ,3 3 9 円

　
お
年
寄
り
を
対
象
に
し
た
老
人

保
健
特
別
会
計
は
、
60
億
９
千
551

万
円
。
歳
出
の
97
・
５
％
が
医
療

費
で
、
59
億
４
千
13
万
円
。
歳
入

は
、
み
な
さ
ん
の
加
入
し
て
い
る

国
民
健
康
保
険
、
社
会
保
険
な
ど

か
ら
の
拠
出
金
や
、
国
、
県
、
市

か
ら
の
支
出
金
で
ま
か
な
わ
れ
ま

す
。
　
対
象
者
は
、
70
歳
以
上
の
お
年

寄
り
と
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
害

を
持
つ
人
で
、
昨
年
よ
り
300
人
増

え
て
、
９
千
700
人
の
見
込
み
で

す
。
１
人
あ
た
り
の
医
療
費
は
61

万
２
千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
歳
入

歳
出
と
も
に
24
億
２
千
271
万
円
で

す
。
　
歳
出
で
最
も
多
い
の
が
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
の
支
払
い
に
あ
て
る

保
険
給
付
費
で
、
22
億
９
千
230
万

円
。
歳
入
で
は
、
支
払
基
金
交
付

金
が
最
も
多
く
、
７
億
５
千
646
万

円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
別
の
目
的
を
も
っ
て
、
独
立

採
算
で
運
営
さ
れ
る
特
別
会
計
。

　
平
成
13
年
度
は
、
国
民
健
康
保

険
、
老
人
保
健
、
介
護
保
険
、
学

童
災
害
共
済
事
業
、
下
水
道
事
業

と
５
つ
の
会
計
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
交
通
事
故
以
外

の
災
害
を
受
け
た
学
童
を
救
済
す

る
た
め
に
、
見
舞
金
の
財
源
と
し

て
の
基
金
を
積
み
立
て
る
も
の

で
、
歳
入
歳
出
と
も
に
63
万
円
で

す
。

　
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、
９

億
９
千
344
万
円
で
す
。
第
１
期
事

業
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
汚
水

管
渠
の
実
施
設
計
、
築
造
工
事
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
鏡
ケ
浦
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

会　計　名

　国民健康保険

　老人保健

　介護保険

　学童災害共済事業

　下水道事業

合　　計

   予　算　額

46億8,697万円

60億9,551万円

24億2,271万円

63万円

９億9,344万円

141億9,926万円

　　　　　 平成13年度特別会計

　

　

市税がトップ

１人あたりの市税負担額は11万4,926円

　歳出では、民生費がトップで全体の21.1

％を占めています。そのうち、生活扶助な

どの生活保護扶助費に６億6,893万円、福

祉手当などの障害者等扶助に４億3,670万

円、老人ホームへの入所措置扶助に5,166

万円など、医療・福祉の充実を図ります。

　全体の16.1％を占める土木費は、道路の

新設や改良に５億680万円、下水道事業特

別会計への繰出金、７億589万円など、都

市基盤の整備を行います。

　衛生費は、全体の13.9％。ダイオキシン

類対策にかかる排ガス高度処理施設整備事

業など、環境の保全に努めます。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、

歳
入
歳
出
と
も
に
46
億
８
千
697
万

円
、
前
年
度
と
比
べ
１
億
９
千
325

万
円
、
４
・
３
％
の
増
と
な
り
ま

す
。
　
歳
出
で
最
も
多
い
の
が
、
医
療

費
の
支
払
い
に
あ
て
る
保
険
給
付

費
で
、
29
億
７
千
848
万
円
。
歳
入

で
は
、
加
入
者
が
納
め
る
国
民
健

康
保
険
税
が
全
体
の
43
・
７
％
と

最
も
多
く
、
前
年
度
比
１
・
８
％

増
の
20
億
４
千
792
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

歳出 市税
固定資産税
市 民 税
都市計画税
市たばこ税
軽自動車税
特別土地保有税
入 湯 税
計

26億7, 782万円
22億6, 679万円
5億8, 474万円
3億9, 485万円
7, 617万円
4, 537万円
39万円

60億4, 613万円

市債
15億1, 380万円

国庫支出金
14億0, 257万円

繰入金
８億7, 779万円

県支出金
６億9, 531万円

その他
地方消費税交付金
使用料・手数料
分担金・負担金
そ の 他
計

5億5, 000万円
3億0, 997万円
1億9, 982万円
10億7, 861万円
21億3, 840万円

その他
商工・議会などに
７億4, 961万円

農林水産業費
農林水産業の振興に

５億0, 571万円

消防費

７億9, 496万円

消防活動に

公債費

18億2, 342万円

借入金の返済に

総務費

18億6, 600万円

一般的事務に使わ
れるもの
どの費用にも該当し
ないもの

教育費

22億1, 580万円
学校教育・社会教育の充実に 衛生費

22億6, 665万円
清掃・予防衛生・上水道整備
などに

土木費

26億2,469万円

道路など
都市基盤整備に

民生費
福祉を増進する
ためなどに
34億2, 716万円

平成

1 3年
度

 

医
療
費
に
29
億
円

　
　
　
　
国
民
健
康
保
険

 

老
人
医
療
に
59
億
円

　
　
　
　
　
　
老
人
保
健

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
に
2 2
億
円

　
　
　
　
　
　
介
護
保
険

学
童
災
害
共
済
事
業

快
適
な
居
住
環
境
に

　
　
　
　
　
下
水
道
事
業

特別会計は

141億9,926万円

歳 出
162億
7,400万円

歳 入
162億
7,400万円

地方交付税
36億円

歳入



（単位：万円）

こう

都市計画道路青柳大賀線、船形館山港線整備事業

市民参加型の情報化推進組織

「情報都市館山推進協議会（仮称）」への助成

IT講習会（パソコン初級講座）の開催

国際交流員の配置など国際交流事業の推進

南房総首都圏経済人会議の開催

スペイン街並み景観・まちづくり調査職員派遣事業

館山湾を活用した海辺のまちづくり推進事業

館山駅西口地区土地区画整理事業

館山港港湾整備事業の促進

観光振興基本計画の策定

花の植栽など観光地美化事業

新たな観光資源の調査など観光資源等開発事業

監視委託など海水浴場安全対策事業

館山観光まつりなど観光行事や館山市観光協会の

観光プロデューサー設置事業などへの補助

南欧風公衆トイレ整備事業

商店街などが実施する空店舗対策事業への助成

中小企業融資預託など中小企業の振興

公設地方卸売市場の整備推進

園芸生産施設や農道整備など生産基盤の整備

豊房地区ほ場整備事業

林道水岡線改良事業

観光農漁業拠点の整備推進

増養殖場造成改良などつくり育てる漁業の振興

下原漁港改修工事など漁港整備事業

館山工業団地周辺環境整備事業

館山若潮マラソン大会の開催や全国規模の

スポーツ大会への助成

プロスポーツのキャンプ誘致

南房総フィエスタ

「全国大学フラメンコフェスティバル」の開催

南総里見フォーラムの開催

合併処理浄化槽設置者への助成

分別収集などごみ収集体制整備推進事業

ダイオキシン類の排出削減を図るための

清掃センター排ガス高度処理施設整備事業

清掃センター定期点検補修事業

衛生センター定期点検補修事業

外国青年などによる国際理解教育推進事業

生徒の悩みなどの相談を行うための

スクールカウンセラー・心の教室相談員を設置

情報教育の推進

37,275

70

1,924

768

52

156

200

5,913

5,055

400

4,888

900

3,173

2,515

3,270

100

2,284

193

3,795

2,064

998

1,208

2,900

11,320

12,263

2,550

979

560

100

9,351

13,006

40,723

15,000

3,000

1,300

412

1,948

首都圏を最南で支える交通拠点の確立

情報都市館山への挑戦

交流・交易のまちづくりと館山湾の活用

賑わいと憩いと癒しの観光地づくり

商業都市館山の再構築

地域を育む産業の活性化

『帰りたくなるまち、住みたくなるまち、

子どもを育てたくなるまち』づくり

ふるさとの環境づくり

文武両道の人づくり

館
山
新
世
紀
発
展
プ
ラ
ン

基本構想
の体系 施 策 の 体 系 主　な　事　業 事業費

ふ
る
さ
と
館
山
の
保
全
と
育
成

学習指導方法改善助手等活用事業

神余小学校校舎改築・第一中学校校舎改修事業

学校体育の振興・強化を図る小中学校

体育振興委託事業

本館展示棟屋上防水工事など市立博物館

改修事業

介護・福祉情報センター（仮称）整備事業

基幹型在宅介護支援センター、

配食サービスなど高齢者在宅福祉事業

介護保険特別会計への繰出金

老人ホーム入所措置扶助費

妊産婦・新生児訪問など母子保健事業

予防接種、各種検診など保健推進事業

国民健康保険特別会計への繰出金

短期人間ドック利用者への助成

老人保健特別会計への繰出金

老朽化した保育園舎の改修など保育園施設整備事業

福祉手当、施設入所援護など身体障害者等扶助費

福祉タクシー利用助成事業

生活扶助、医療扶助など生活保護費

地域ぐるみ福祉ネットワーク事業への補助

館山市町内会連合協議会への補助

館山市コーラル会議の開催など男女共同参画社

会推進事業

急傾斜地崩壊対策工事など防災対策事業

消防詰所建設工事、常備消防への負担金など消

防体制の強化

道路反射鏡の設置など交通安全施設整備事業

水道用水供給事業に係る水道事業への出資金など

道路の新設・改良など道路及び道路排水の整備

河川・下水路などの整備

下水道事業特別会計への繰出金

汚水管渠築造工事など公共下水道整備事業

館山市例規類集のデータベース化事業

市役所内ネットワークの分割再構築など

行政情報ネットワーク整備事業

自主的なまちづくり活動団体などへの補助

市民センター管理運営委託事業

住民基本台帳ネットワークシステム整備事業

「だん暖たてやま」の発行など広報発行事業

庁舎建設基金への積立

安房郡市広域市町村圏事務組合総務費負担金

2,124

61,553

800

2,213

3,933

5,171

38,464

5,166

1,291

13,967

18,645

630

29,701

1,756

43,670

292

66,893

1,060

624

113

2,132

73,759

1,365

39,832

50,680

14,471

70,589

30,424

1,165

1,330

50

2,055

4,225

1,230

10,156

2,897

文武両道の人づくり

『輝き・高齢社会』の実現

元気で明るい『ふれあい社会』の継承

安全・安心・快適なまちづくり

行政システムの改革

市民のまちづくりへの参画

行政サービスの高度化

市町村合併に向けた基礎づくり

施 策 の 体 系 主　な　事　業 事業費

分
権
型
社
会
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

４5 だん暖たてやま 平成13年４月15日

今年度からはじまる総合計画の施策体系に沿って、13年度予算の主な事業をまとめました。                                 　　　問合せ／財政課財政係（!22－3111　内線533）

平成13年度当初 予算の主な事業

基本構想
の体系

ふ
る
さ
と
館
山
の
保
全
と
育
成



平成13年４月15日 ６７ だん暖たてやま

民 の 広 場市
　
先
月
、
那
古
小
学
校
の
３
年
生

40
人
（
新
４
年
生
）
が
、
那
古
地

区
の
じ
ま
ん
マ
ッ
プ
を
手
づ
く
り

で
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　
社
会
で
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
を

知
ろ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
学
習

を
進
め
、
ま
と
め
と
し
て
、
９
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
自
分
た
ち
で

歩
き
、
地
区
の
自
慢
し
た
い
と
こ

ろ
を
選
ん
で
、
グ
ル
ー
プ
毎
に
９

つ
の
マ
ッ
プ
が
で
き
ま
し
た
。

　
マ
ッ
プ
は
Ｂ
４
判
サ
イ
ズ
、
紙

色
は
黄
色
、
ピ
ン
ク
、
黄
緑
色
、

水
色
の
４
色
で
両
面
印
刷
。
表
面

に
は
、
手
書
き
の
地
図
と
各
グ

ル
ー
プ
の
顔
写
真
、
裏
面
に
は
グ

ル
ー
プ
の
「
じ
ま
ん
」
を
取
り
上

げ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
達
の
自
慢
は
、
祭
り
、

神
社
、
海
と
川
、
寺
な
ど
。
「
文

章
を
ま
と
め
る
の
が
難
し
か
っ

た
」
「
今
ま
で
知
ら
な
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
っ
た
」
「
が
ん
ば
れ

ば
こ
れ
だ
け
の
マ
ッ
プ
が
で
き

る
」
と
、
マ
ッ
プ
を
片
手
に
、
子

ど
も
た
ち
は
笑
顔
い
っ
ぱ
い
。

　
交
流
会
を
行
っ
た
館
山
小
の
３

年
生
か
ら
は「
絶
対
読
む
よ
。
大
事

に
す
る
ね
」と
喜
ば
れ
た
り
。

　
当
時
の
担
任
の
平
栁
常
子
教
諭

　
館
山
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道

専
門
部
（
部
長
上
野
憲
雄
）
が
栃

木
県
の
今
市
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
本
部
長
木
村
浩
）
と
先
月
24

日
、
大
房
岬
少
年
自
然
の
家
で
交

流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
今
市
市
か
ら
の
訪
問

　
安
房
農
協
青
年
部
は
、

親
子
で
農
業
の
楽
し
さ
を

体
験
し
て
も
ら
う
「
田
の

く
ろ
大
学
校
」
を
、
今
年

も
開
校
し
ま
す
。
食
事
代

も
含
め
て
参
加
費
は
１
人

２
千
500
円
（
６
歳
以
下
500

円
）
で
、
県
内
の
親
子
15

組
40
人
程
度
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
土
と
た
わ
む
れ
、
農
業

の
一
端
に
ふ
れ
る
こ
と

で
、
楽
し
さ
を
知
っ
て
も

ら
え
れ
ば
、
と
開
校
し
て

い
ま
す
。

　
１
家
族
に
メ
ロ
ン
１
個
と
米
５

キ
ロ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　
日
程
・
内
容
／
５
月
13

日

（
日
）
開
講
式
・
メ
ロ
ン
定
植
・

田
植
え
　
イ
チ
ゴ
狩
り
。
８
月
５

日
（
日
）
イ
ネ
の
管
理
・
メ
ロ
ン

の
収
穫
・
と
う
ふ
の
加
工
　
９
月

23
日
（
日
）
イ
ネ
刈
り
・
閉
講
式

　
申
込
み
／
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
田

の
く
ろ
大
学
校
入
学
希
望
」
と

し
、
参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

し
、
〒
294
―
０
０
０
５
館
山
市
安

東
72
　
安
房
農
協
営
農
セ
ン
タ
ー

内
青
年
部
へ
。
４
月
25
日
（
水
）

必
着
。

　
問
合
せ
／
安
房
農
協
営
農
セ
ン

タ
ー
!
24
―
９
１
３
３

　
来
月
27
日（
日
）に
県
南
総
文
化

ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
「
第
３
回
あ

わ
夢
ま
つ
り
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

「
あ
わ
夢
ま
つ
り
」
は
人
形
劇
や

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
、
親
子
で

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
説
明
会
を
５
月

26
日（
土
）午
後
１
時
か

ら
県
南
総
文
化
ホ
ー
ル

で
行
い
ま
す
。

　
内
容
と
人
数
／
①
裏

方
ス
タ
ッ
フ
：
舞
台
監

督
、
照
明
、
音
響
な
ど

の
助
手
。
ス
テ
ー
ジ
の

こ
と
に
興
味
が
あ
る

中
・
高
校
生
、
成
人
10

名
　
②
表
方
ス
タ
ッ
フ

ボランティアスタッフ募集

：
受
付
、
案
内
、
会
場
、
配
食
な

ど
。
子
ど
も
が
好
き
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
が
あ
る
中
・

高
校
生
、
成
人
20
名
　
③
保
育
ス

タ
ッ
フ
：
託
児
な
ど
。
保
育
士
ま

た
は
看
護
婦
資
格
の
あ
る
成
人
　

５
名
　
条
件
／
①
時
間
　

午
後
５
時
　②
無
報
酬
　
た
だ

し
、
昼
食
は
用
意
し
ま
す
。

　
応
募
の
方
法
／
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
を
記
入
し
て
郵
送
先
ま
で
。

　
締
切
／
４
月
30
日（
月
）必
着
。

　
問
合
せ
・
郵
送
先
／
〒
294
―
０

０
４
５
　
館
山
市
北
条
１
９
２
２

―
６
　
第
３
回
あ
わ
夢
ま
つ
り
実

行
委
員
会
（
松
苗
禮
子
宅
）
!
22

―
６
７
９
０

第３回あわ夢まつり

流
し
た
の
が
き
っ
か
け
。

　
当
時
の
今
市
市
で
は
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
が
な
く
、
選
抜
さ
れ
た

中
学
生
と
の
交
流
で
し
た
。
途
中

今
市
市
の
受
入
れ
が
で
き
ず
、
訪

問
で
き
な
か
っ
た
時
期
も
あ
り
ま

し
た
が
、
平
成
に
な
っ
て
か
ら
今

市
市
で
も
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
結

成
さ
れ
、
再
び
交
流
が
復
活
し
、

館
山
か
ら
訪
問
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
８
年
か
ら
は
、
今
市
側
か
ら

も
館
山
市
を
訪
れ
る
よ
う
に
な

り
、
以
後
各
年
に
相
互
訪
問
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
交
流
稽
古
で
は
、
館
山
の
子
ど

も
た
ち
を
今
市
の
指
導
者
が
、
今

市
市
の
子
ど
も
を
館
山
の
指
導
者

が
指
導
し
、
技
を
磨
き
ま
し
た
。

「
小
学
校
６
年
生
の
と
き
に
館
山

に
来
て
、
今
回
で
２
回
目
。
あ
の

は
「
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や

市
民
グ
ラ
ン
ド
な
ど
、
大
人
が
気

づ
か
な
い
場
所
を
子
ど
も
の
視
点

で
取
り
上
げ
た
も
の
も
あ
り
ま

す
」
と
、
子
ど
も
た
ち
が
見
る
自

分
た
ち
の
ま
ち
に
驚
い
て
い
ま
し

た
。
マ
ッ
プ
は
250
部
製
作
し
、
児

童
の
家
庭
の
ほ
か
地
区
公
民
館
な

ど
に
配
布
し
ま
し
た
。

　
北
条
地
区
青
少
年
相
談
員
（
会

長
黒
川
久
志
・
19
人
）
が
今
月
１

日
、
通
学
路
に
あ
る
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

「
月
に
１
度
の
定
例
会
の
中
で
、

今
年
は
交
通
事
故
が
多
い
か
ら
、

新
１
年
生
を
迎
え
る
こ
の
時
期

に
、
清
掃
し
よ
う
と
い
う
話
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
清
掃
は
他
の
団

体
も
や
っ
て
い
ま
す
が
、
地
区
の

来
年
も
き
っ
と
会
お
う
！

今市市スポ少と交流

は
、
剣
道
部
会
の
小

中
学
生
や
指
導
者
61

人
で
、
館
山
市
側
で

は
、
107

人
が
試
合
や

稽
古
を
通
じ
て
交
流

し
ま
し
た
。

　
昭
和
48

年
の
千
葉

県
国
体
に
向
け
て
、

選
手
強
化
の
目
的

で
、
昭
和
43

年
に
館

山
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
剣
道
専
門
部
が
今

市
市
を
訪
問
し
、
交

時
試
合
し
た
子
が
強
か
っ
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。
今
日
も
精
一
杯

試
合
が
で
き
ま
し
た
。
」
と
今
市

中
２
年
生
の
田
村
卓
朗
君
。

　
館
山
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道

専
門
部
、
部
長
の
上
野
憲
雄
さ
ん

は
「
た
く
さ
ん
の
人
々
の
お
か
げ

で
、
こ
こ
ま
で
交
流
が
続
い
て
い

ま
す
。
館
山
の
子
ど
も
た
ち
も
こ

の
交
流
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
特
に
小
学
生
は
今
市
へ
の
訪

問
を
楽
し
み
に
し
て
い
て
、
お
互

せ
っ
さ
た
く
ま

い
に
切
磋
琢
磨
し
て
、
成
長
す
る

姿
が
う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
末
永
く
交
流
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
が
事
故
に
あ
っ
た
ら
た
ま

ら
な
い
で
す
か
ら
ね
。
今
回
は
、

北
条
地
区
の
青
少
年
相
談
員
の
活

動
と
し
て
行
っ
た
の
で
、
北
条
小

学
区
だ
け
で
す
が
、
三
中
の
学
区

全
体
に
こ
の
活
動
が
広
ま
れ
ば
い

い
で
す
ね
」
と
黒
川
会
長
。

　
こ
の
日
午
前
中
に
、
通
学
路
内

の
220
箇
所
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
清

掃
し
ま
し
た
。

相
浜
の
相
浜
神
社
で
、
例
大
祭

が
先
月
24
日
夕
方
か
ら
夜
遅
く
ま

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
や
若

者
が
綱
を
引
く
、
お
船
の
山
車
が

町
内
を
回
り
、
大
漁
や
家
内
安
全

を
祈
願
し
ま
し
た
。
お
船
に
は
、

か
み
し
も

殿
様
と
呼
ば
れ
る
小
学
生
が
裃
姿

で
構
え
、
屋
根
の
上
で
は
、
化
粧

を
し
た
若
衆
が
景
気
良
く
踊
っ
て

い
ま
し
た
。

「
殿
様
」
は
昔
は
、
限
ら
れ
た
家

の
子
ど
も
が
乗
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
少
子
化
の
影
響
で

今
は
、
町
内
の
小
学
校
２
、
３
年

生
か
ら
選
ば
れ
た
子
ど
も
が
殿
様

に
選
ば
れ
ま
す
。
今
年
の
殿
様
役

の
安
井
健
児
く
ん
は
、
お
船
が
町

内
を
練
り
歩
く
中
、
ご
馳
走
を
振

る
舞
わ
れ
、
ま
さ
に
「
殿
様
」
気

分
。
住
宅
が
密
集
す
る
こ
の
地
区

の
路
地
に
若
い
衆
の
威
勢
の
よ
い

声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

～相浜のまち～～相浜のまち～～相浜のまち～～相浜のまち～～相浜のまち～

殿様を乗せてお船が通る殿様を乗せてお船が通る殿様を乗せてお船が通る殿様を乗せてお船が通る殿様を乗せてお船が通る ど
ん
な
も
ん
だ
い
！

　

  
自
分
の
ま
ち
の「
自
慢
マ
ッ
プ
」

青
少
年
相
談
員
が
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
清
掃

田のくろ大学校開講

交通事故に気をつけて

 

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
～

　



　
地
価
公
示
や
県
で
実
施
し
て
い

る
基
準
地
は
、
み
な
さ
ん
の
身
近

な
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
土
地
を

売
買
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
ま

ず
、
地
価
公
示
価
格
や
基
準
地
価

格
を
調
べ
て
、
取
引
価
格
の
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
土
地
の
形
状
、
前
面
道
路
の
状

況
、
駅
か
ら
の
距
離
な
ど
、
土
地

の
条
件
を
地
価
公
示
標
準
地
や
基

準
地
と
比
較
す
れ
ば
、
対
象
地
の

お
お
よ
そ
の
価
格
が
わ
か
り
ま

す
。
た
だ
し
、
価
格
時
点
後
の
地

価
動
向
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
市
内
に
は
、
表
の
６
つ
の
標
準

地
価
公
示
や
基
準
地
の
内
容
は
、

簡
単
に
見
ら
れ
ま
す

消
防
団
長
に
佐
野
氏

　
今
月
１
日
付
け
で
、
館
山
市
消

防
団
の
石
井
勲
氏
に
替
わ
り
、
佐

野
正
一
氏
が
団
長
に
任
命
さ
れ
ま

し
た
。

　
勇
退
し
た
石
井
勲
氏
は
、
昭
和

38
年
４
月
に
入
団
。
平
成
７
年
４

月
か
ら
団
長
に
就
任
し
、
千
葉
県

消
防
協
会
安
房
支
部
長
な
ど
を
務

め
ま
し
た
。

　
後
任
の
佐
野
正
一
氏
は
、
昭
和
48

年
４
月
に
入
団
。
平
成
元
年
４
月
か

ら
副
団
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
受
験
資
格
／

（
１
） 

昭
和
49
年
４
月
２
日
～
昭

和
55
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

（
２
） 

昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降

９ だん暖たてやま

　
今
月
１
日
付
け
で
、
館
山
市
の

人
事
異
動
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

総
合
計
画
の
推
進
を
図
る
た
め
、

組
織
の
整
備
に
伴
う
適
材
適
所
の

人
事
配
置
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
た
な
課
と
し
て
「
海
辺
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
室
」
を
新
設
。「
情

報
管
理
室
」
を
企
画
課
か
ら
「
情
報

化
推
進
室
」
へ
独
立
し
た
ほ
か
「
納

税
推
進
室
」
が
税
務
課
か
ら
独
立

し
ま
し
た
。
ま
た
「
駅
周
辺
整
備

課
」
を
廃
止
し
、
都
市
計
画
課
内

に
「
駅
周
辺
整
備
室
」
を
設
置
。
農

水
産
課
内
に
「
観
光
農
漁
業
推
進

室
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

　
部
長
職
に
初
め
て
、
女
性
を
起

用
し
た
ほ
か
、
課
長
補
佐
に
２

人
、
係
長
に
２
人
の
女
性
が
誕
生

し
、
積
極
的
な
登
用
を
行
い
ま
し

た
。
課
長
以
上
の
異
動
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
　
）
内
は
前
部
署
。

部
長
級

▽
市
民
福
祉
部
長
・
加
藤
洋
子
（
高

齢
者
福
祉
課
長
・
昇
格
）
▽
農
業

委
員
会
事
務
局
長
・
鈴
木
正
勝

（
三
芳
水
道
企
業
団
事
務
局
長
）

▽
三
芳
水
道
企
業
団
事
務
局
長
・

み
ち
は
る

平
嶋
倫
治
（
市
民
福
祉
部
長
）

課
長
級

▽
企
画
部
情
報
化
推
進
室
長
・
佐

藤
誠
（
生
涯
学
習
課
長
）
▽
総
務

ふ
さ
ん
ど

部
税
務
課
長
・
真
田
房
人
（
監
査

事
務
局
長
）
▽
総
務
部
納
税
推
進

室
長
・
小
沼
博
（
同
室
長
・
昇

任
）
▽
市
民
福
祉
部
社
会
安
全
対

ま
さ
し

策
課
長
・
川
名
虔
（
下
水
道
課

長
）
▽
市
民
福
祉
部
高
齢
者
福
祉

課
長
・
野
渡
幸
雄
（
社
会
安
全
対

策
課
長
）
▽
経
済
環
境
部
商
工
観

光
課
長
・
田
中
豊
（
秘
書
広
報
課

長
補
佐
・
昇
格
）
▽
経
済
環
境
部

て
つ

環
境
保
全
課
長
・
鈴
木
哲
（
議
会

事
務
局
長
補
佐
・
昇
格
）
▽
建
設

た
か
は
る

部
都
市
計
画
課
長
・
関
隆
晴
（
環

境
保
全
課
長
）
▽
建
設
部
海
辺
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
長
・
鵜
山
克

　
国
土
交
通
省
か
ら
平
成
13
年
の

「
地
価
公
示
価
格
」
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
都
市
計
画
区

域
内
の
各
地
域
で
、
標
準
的
な
使

わ
れ
方
を
し
て
い
る
土
地
（
標
準

地
）
を
選
ん
で
、
そ
の
適
正
な
土

地
価
格
（
地
価
公
示
価
格
）
を
公

表
す
る
も
の
で
す
。

▼地価公示（標準地）　〔価格時点：平成13年１月１日〕　※（都）は都市計画区域内

地
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
全
国
の
地
価
公
示
や
千
葉
県

内
の
基
準
地
に
関
す
る
資
料
は
、

都
市
計
画
課
に
備
え
て
あ
り
、
誰

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
問
合
せ
／
都
市
計
画
課
（
!
22

―
３
１
１
１
内
線
462
）

　
平
成
７
年
度
か
ら
平
成
12
年
度

ま
で
の
計
画
で
、
事
業
を
進
め
て

い
た
館
山
都
市
計
画
道
路
青
柳
大

賀
線
が
、
１
年
間
計
画
を
延
伸
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
事
業
地
を
表
示

す
る
図
面
な
ど
を
引
き
続
き
お
見

せ
し
ま
す
。

　
期
間
／
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
（
祝
祭
日
は
除
く
）
で
、
事
業

完
了
（
平
成
13
年
度
末
）
ま
で

　
時
間
／
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で

　
場
所
・
問
合
せ
／
都
市
計
画
課

（
!
22
―
３
１
１
１
内
線
465
）

土
地
を
売
買
す
る
す
る
と
き
は
、

地
価
公
示
や
基
準
地
を
参
考
に

に
生
ま
れ
た
人
で
次
に
掲
げ
る
人

①
大
学
を
卒
業
し
た
人
及
び
平
成

14
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
人

　
②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

　
試
験
の
程
度
／
大
学
卒
業
程
度

 

　
申
込
書
交
付
期
間
・
場
所
／
５

月
10
日
（
木
）
ま
で
に
東
京
国
税

局
人
事
第
二
課
試
験
係
又
は
最
寄

り
の
税
務
署
、
人
事
院
関
東
事
務

局
ま
で

　
申
込
締
切
・
場
所
／
５
月
10
日

（
木
）
ま
で
に
東
京
国
税
局
人
事

第
二
課
試
験
係
　（
〒
100
―
８
１
０

２
　
東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
１

―
３
―
２
）
へ
。
郵
送
・
持
参
ど

ち
ら
で
も
可
。
持
参
の
場
合
は
、

土
日
祝
日
は
除
く
。
郵
送
の
場
合

は
、
５
月
10
日
消
印
有
効
。

　
試
験
日
／ 

第
１
次
試
験
　
６
月

17
日
（
日
）
。 

第
２
次
試
験
　
８

月
９
日
（
木
）
又
は
10
日
（
金
）

の
う
ち
、
指
定
す
る
１
日

　
採
用
予
定
数
／
約
450

人
（
全

国
）
　
問
合
せ
／
館
山
税
務
署
（
!
22

―
０
１
０
１
）

　
館
山
市
コ
ー
ラ
ル
会
議
（
会
長

う
し
お

高
橋
潮
、
委
員
21
人
）
は
「
館
山

市
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
に
向
け
て
の
基
本
的
な
考

え
方
及
び
方
向
性
に
つ
い
て
」
の

建
議
書
を
ま
と
め
、
先
月
21
日
、

市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
昨
年
５

月
に
市
長
か
ら
の
答
申
を
受
け
、

２
つ
の
小
委
員
会
を
編
成
。
「
家

庭
・
男
女
の
人
権
・
少
子
・
高
齢

化
・
健
康
・
福
祉
・
教
育
・
働
く

場
・
地
域
社
会
・
政
策
決
定
へ
の

参
画
・
推
進
体
制
」
の
分
野
に
つ

い
て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
建
議
で
は
、
特
に
進
め

る
べ
き
こ
と
と
し
て
、
①
男
女
共

同
参
画
社
会
の
視
点
か
ら
の
意
識

の
改
革
と
慣
習
・
社
会
制
度
の
見

直
し
　
②
政
策
方
針
決
定
等
へ
の

女
性
の
参
画
促
進
　
③
共
に
働
く

た
め
の
環
境
づ
く
り
と
多
様
な
生

き
方
へ
の
支
援
　
④
健
や
か
に
暮

ら
し
つ
づ
け
る
た
め
の
健
康
・
福

祉
の
充
実
　
⑤
推
進
体
制
の
整
備

己
（
都
市
計
画
課
主
幹
・
昇
任
）けん

▽
建
設
部
下
水
道
課
長
・
島
田
健

じ兒
（
都
市
計
画
課
長
）
▽
会
計
課

長
・
田
村
哲
也
（
ス
ポ
ー
ツ
課

長
）
▽
監
査
事
務
局
長
・
忍
足
光

正
（
農
水
産
課
農
産
担
当
補
佐
・

昇
格
）
▽
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
長
・
池
田
公
男
（
同
課
指
導
主

事
・
昇
任
）
▽
教
育
委
員
会
ス

ポ
ー
ツ
課
長
・
嶋
田
範
夫
（
企
画

課
長
補
佐
・
昇
格
）
▽
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
長
・
池
田
昌
和

（
会
計
課
長
）

退
職
（
３
月
31
日
付
け
）

▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長
・
安
西

一
夫
▽
総
務
部
税
務
課
長
・
佐
久

間
宏
▽
経
済
環
境
部
商
工
観
光
課

せ
い
こ
う

長
・
齋
藤
誠
行
▽
建
設
部
駅
周
辺

整
備
課
長
・
野
尻
善
久

▲先月の委員会出席のコーラル会議委員

農作業委託の参考にしてください。（４月１日から適用）

　問合せ／農業委員会事務局（!22―3111内線692）

◆トラクター・耕運機による耕運料金

◆機械刈取等料金

区　　分　　標準賃金　　　　備　　考
水田作業

畑作業

果樹収穫

6,000円

5,500円

5,500円

１日当たり

※実労働時間８時間

区　　分　　　料　　金　　　　備　　考
バインダー

コンバイン

ハーベスター

機械植え

育苗

　8,000円

　15,000円

　8,000円

　7,000円

　　800円

①10アール当たり

②人付　③結束用縄を含む

10アール当たり

成苗１箱当たり

区　　分　　ほ場水田　　 従前の水田　　　備　　考
水田耕起

くれ返し

代かき

　15,000円
※30アール
整田を標準と
する

①10アール当たり

②人付耕運深度

　15㎝以上

23,000円

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
建
議
書
は
、
市
役
所
を
は

じ
め
各
公
民
館
な
ど
に
配
布
し
て

あ
り
ま
す
。

　
問
合
せ
／
企
画
課
企
画
調
整
係

（
!
22
―
３
１
１
１
　
内
線
514
）

平成13年４月15日 ８

女
性
職
員
の
登
用
・
少
数
精
鋭

　
　
　
館
山
市
人
事
異
動
95
人

青
柳
大
賀
線
を

１
年
延
長

国
税
専
門
官
を
募
集

平成13年度農作業標準賃

知 ら せお

館山  －1

館山  －2

館山  －3

館山  －4

館山5－1

館山5－2

館山市北条字鶴ヶ谷2090―2外

館山市那古字芝崎1046―5
こえち

館山市宮城字越地43―3
もとあらく

館山市長須賀字元新工365―1

館山市北条字浜通1874―1

館山市北条字六軒町1722―5

63,900円/㎡

36,300円/㎡

36,600円/㎡

38,000円/㎡

101,000円/㎡

68,000円/㎡

（都）第一種中高層住居専用地域

（都）第一種中高層住居専用地域

（都）第一種中高層住居専用地域

（都）第一種住居地域

（都）商業地域、準防火地域

（都）近隣商業地域

住　宅

住　宅

住　宅

住　宅

店　舗

店舗兼住宅

標準地番号 標準地の所在 標準地の価格 土地利用の現況都市計画法の用途地域等

男女が共に参画できる社会に向け、

建議書を提出
平
成
13
年
の
地
価
公
示



しろやまコース
信

鳥となかよしコース
義

ぶんがくコース
孝

わんぱくコース
悌

14:00～
館山市図書館
!22－0701

子どもお話し会
60人
小学校
低学年

ぶんがくコース
孝

鳥となかよしコース
義

ふれあいコース
忠

ぶんがくコース
孝

わんぱくコース
悌

たいぶさコース
仁

たいぶさコース
仁

ぶんがくコース
孝

かがみがうらコース
智

しろやまコース
信

平成13年４月15日 1011 だん暖たてやま

５月のプログラム

※雨や風の強い日は、巡回を中止することがあり

ますので、ご注意ください。

問合せ／館山市図書館（!22－0701）

ご利用ください！
移動図書館「わかしお号」

５月の巡回場所

　
期
日
／
５
月
13
日
（
日
）

　
会
場
／
千
葉
県
南
房
パ
ラ
ダ
イ
ス

　
参
加
費
／
１
人
100
円

　
受
付
時
間
／
午
前
８
時
か
ら

※
雨
天
決
行
。
当
日
の
問
合
せ

は
、
午
前
７
時
～
午
前
７
時
30
分

の
間
に
、
大
会
本
部
（
!
090
―
３

６
９
２
―
７
０
９
９
、
090
―
１
４

０
２
―
４
４
９
３
）
へ

　
参
加
対
象
／
市
内
の
幼
児
、
小

学
生
、
中
学
生
、
一
般

　
持
ち
物
／
写
生
道
具
（
絵
の

具
、
ク
レ
ヨ
ン
等
、
画
板
、
絵
筆

な
ど
）
、
昼
食
、
ゴ
ミ
入
れ

※
各
学
校
へ
申
込
書
を
配
布
し
て

あ
り
ま
す
が
、
当
日
、
会
場
へ
直

接
来
ら
れ
て
も
結
構
で
す
。
画
用

紙
は
主
催
者
側
で
用
意
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
青
少
年
係

（
!
22
―
３
１
１
１
　
内
線
662
）

　
日
時
／
５
月
11
日
（
金
）
午
後
１

時
か
ら
午
後
３
時
30
分

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
和
室

　
内
容
／
上
手
な
離
乳
食
の
進
め

方
、
離
乳
食
（
初
期
・
中
期
・
後

期
）
の
調
理
実
習

　
持
ち
物
／
母
子
手
帳
・
エ
プ
ロ

ン
・
三
角
巾
（
赤
ち
ゃ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
参
加
す
る
人
は
、
お
ぶ
い

親
子
写
生
大
会

キ
ャ
ン
パ
ス
に
花
が
い
っ
ぱ
い
！

「
南
房
総
の
歌
」
事
務
局
で
は
、

南
房
総
の
歌
を
唄
う
人
を
募
集
し

か
ん
ち
ん
ふ
ぁ

て
い
ま
す
。
歌
は
作
詩
家
康
珍
化

さ
ん
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
ま
す
。

５
月
27
日（
日
）午
後
１
時
か
ら
公

開
最
終
選
考
会
を
市
民
セ
ン
タ
ー

で
行
い
ま
す
。

　
応
募
資
格
／
小
学
生
以
上
（
中

学
生
以
下
は
保
護
者
の
同
意
書
が

必
要
）
安
房
地
域
在
住
ま
た
は
在

勤
、
出
身
者
に
限
り
ま
す
。

　
申
込
方
法
／
市
販
の
履
歴
書
を

同
封
し
、
顔
写
真
（
最
近
３
ヵ
月

以
内
の
も
の
）
２
枚
と
デ
モ
テ
ー

プ
１
曲
（
曲
は
自
由
）
を
添
え
て
事

務
局
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
締
切
／
５
月
10
日
（
木
）
必
着

　
問
合
せ
・
郵
送
先
／
〒
294
―
０

０
４
５
館
山
市
北
条
700
―
２
「
南

房
総
の
歌
」
事
務
局
!
23
―
７
５

１
９

純真保育園前

温水プール前

那古地区公民館

倉持工業所前

稲原集会所前

船形地区公民館

（船形小学校）

那古小学校

大賀自衛隊官舎

香浅間神社前

西岬東地区公民館

坂田漁港前

房南中学校

西岬西地区公民館

西岬小学校

豊津ホール

相浜漁協前

神戸地区公民館

布良漁協前

神戸小学校

富崎小学校

館野保育園前

横枕松葉堂前

腰越延命院前

九重駅前

館野小学校

九重小学校

神余小学校

豊房地区公民館

（豊房小学校）

館山地区公民館

（館山小学校）

10:00～10:40

10:55～11:30

13:20～13:35

13:45～14:00

14:10～14:25

14:40～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:40～15:40

 9:30～10:00

10:10～10:30

10:40～11:00

11:10～11:30

12:45～13:10

13:30～13:50

14:00～15:40

10:00～10:40

11:10～11:30

13:20～13:50

14:10～14:30

12:40～13:10

14:45～15:40

14:45～15:40

12:40～13:10

10:20～11:00

11:15～11:35

13:20～13:40

13:50～14:15

12:40～13:10

14:30～15:40

14:30～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

13:35～14:30

14:45～15:40

14:45～15:40

13:35～14:30

駐　車　場時　間　５月

8

22

8

22

8

22

9

23

15

29

15

29

15

29

16

30

16

30

16

30

17

31

17

31

17

31

毎日曜日
祝日
10:30～ 甲冑を着よう 入館者

市立博物館
!23－5212

5日
（土）

19日
（土）

14:00～
館山市図書館
!22－0701

200人

子どもお話し会
60人
小学校
低学年

大房岬少年自然の家
!33－4561

プラネタリウム一般公開

（もうすぐ春、世界に伝わる

    北斗七星の話）一般公開

10:30～

12日
（土）

26日
（土）

14:00～
館山市図書館
!22－0701

子どもお話し会
60人
小学校
低学年

日　　時 プログラム（会場等） 定員・対象 問 合 せ 先 コ ー ス

うちわづくり

＊有料

30人
小学校
高学年

安房博物館
!22－860813:30～

たいぶさ岬でいそ遊び

＊有料

100人
小学校
以上の家族

大房少年自然の家
!22－860810:00～

13:30～

15:30～

中央公民館
!23－3111

将棋教室
30人
小学生

 8:00～
場所／南房パラダイス
問合せ／生涯学習課
!22－3111内線662

親子写生大会
なし
幼小中学
生と家族

 8:00～
館山野鳥の森
!28－0166

写生大会

＊有料
100人
小学生

13:30～

15:30～

中央公民館
!23－3111

将棋教室
30人
小学生

13:30～
館山市図書館
!22－0701

バードウォッチング

（新緑の鳥たち）

30人
小学生と
家族

14:00～
市立博物館
!23－5212

わたしの町の歴史探訪

（館山地区）
なし

27日
（日）

13日
（日）

14:00～
館山市図書館
!22－0701

子どもお話し会
60人
小学校
低学年

6日
（日）

▲去年の子どもフェスティバルの1コマ

子ども市民大学
「たてやま子ども市民大学」は、市内の小学生が対象です。

　自分の好きな教室に参加して「はっけん伝カード」にスタンプをた

めていくだけ。学校で配られる１年間の学習プログラムや毎月15日

号の「だん暖たてやま」を見て、好きな講座に参加しちゃおう。

　カードにスタンプが50個たまったら、生涯学習課や中央公民館な

どの施設にカードを提出してください。

　修了者には、大学長（市長）から「たてやま子ども博士賞」と「博士メ

ダル」をさしあげます。

　問合せ／生涯学習課　!22－3111　内線662
上
手
な
離
乳
食
の
進
め
方

う
ま
う
ま
学
級

南
房
総
の
歌
を
い
っ
し
ょ
に

ボ
ー
カ
ル
オ
ー
デ
シ
ョ
ン

ひ
も
や
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど
必
要
な

も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

　
申
込
み
／
健
康
管
理
課
に
電
話
で

　
問
合
せ
／
健
康
管
理
課
（
!
23

―
３
１
１
３
）

　
日
時
／
６
月
４
日
（
月
）、
７
日

（
木
）、
11
日
（
月
）、
14
日
（
木
）、

18

日
（
月
）
、
21

日
（
木
）
、
25

日

（
月
）
、
28

日
（
木
）
、
７
月
２
日

（
月
）、
５
日
（
木
）
午
後
７
時
か

ら
午
後
９
時

　
場
所
／
市
民
体
育
館

　
対
象
／
18
歳
以
上
の
市
民
で
健

康
に
自
信
の
あ
る
初
心
者
～
初

級
・
中
級
者

卓
球
教
室

ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
定
員
／
30
人
【
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
】

　
持
ち
物
／
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
・

ラ
ケ
ッ
ト
【
費
用
無
料
】

　
申
込
み
／
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
卓

球
教
室
希
望
」
と
し
、
住
所
、
氏

名（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
294
―

８
６
０
１
　
ス
ポ
ー
ツ
課
ま
で
。

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

　
問
合
せ
／
ス
ポ
ー
ツ
課
（
!
22

―
３
１
１
１
　
内
線
652
）



で
き
る
税
目
な
ど
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
※
納
税
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て

い
る
納
税
義
務
者
ご
と
に
申
し
込

み
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
た
だ

し
、
税
目
ご
と
に
口
座
を
変
え
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）

　
申
込
・
手
続
き
／
預
貯
金
口
座

の
あ
る
金
融
機
関
の
窓
口
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
取
扱
金
融
機
関
（
本
支
店
）
／

千
葉
銀
行
、
三
井
住
友
銀
行
、
千

葉
興
業
銀
行
、
京
葉
銀
行
、
館
山

信
用
金
庫
、
君
津
信
用
組
合
、
中

央
労
働
金
庫
、
安
房
農
業
協
同
組

合
、
千
葉
県
信
漁
連
、
西
岬
漁
業

協
同
組
合
、
郵
便
局

　
持
ち
物
／
預
貯
金
通
帳
、
通
帳

の
届
出
印
、
市
税
の
納
税
通
知
書

　
問
合
せ
／
納
税
推
進
室
（
!
22

―
３
１
１
１
　
内
線
547
）

　安房医師会病院では、年間365日24 時間体制で、救急患者を受け入れています。
病院内には、初期診療施設として、安房郡市夜間急病診療部（午後７時～午後10時・年中
無休）が設置されています。

17日（木）

18日（金）

19日（土）

20日（日）

21日（月）

22日（火）

23日（水）

24日（木）

25日（金）

26日（土）

27日（日）

28日（月）

29日（火）

30日（水）

31日（木）

１日（火）

２日（水）

３日（木）

４日（金）

５日（土）

６日（日）

７日（月）

８日（火）

９日（水）

10日（木）

11日（金）

12日（土）

13日（日）

14日（月）

15日（火）

16日（水）

東条病院(鴨川市) !0470－92－1207
赤門整形外科内科(市内) !22－0008

伊藤胃腸科クリニック(鴨川市)

         　     !0470－92－2231
青木医院（丸山町）　　　　!46－4103

小田病院（鴨川市） !0470－92－1128

勝山病院（鋸南町）　　　　!55－2138

鋸南病院(鋸南町)       !55－2125
亀田総合病院（鴨川市）

         　     !0470－92－2211
東条病院(鴨川市) !0470－92－1207
勝山病院（鋸南町）　　　　!55－2138

富山国保病院(富山町)   !58－0301
鋸南病院(鋸南町)       !55－2125
赤門整形外科内科(市内)　!22－0008        　
伊藤胃腸科クリニック(鴨川市)

         　     !0470－92－2231
鴨川市立国保病院(鴨川市)

           　　 !0470－97－1221
小田病院（鴨川市） !0470－92－1128

赤門整形外科内科(市内)　!22－0008

中原病院（和田町）　　　　!47－2021

富山国保病院(富山町)   !58－0301
東条病院(鴨川市) !0470－92－1207
小田病院（鴨川市） !0470－92－1128

伊藤胃腸科クリニック(鴨川市)

         　    !0470－92－2231
鴨川市立国保病院(鴨川市)

         　    !0470－97－1221
鋸南病院(鋸南町)      !55－2125
小田病院（鴨川市） !0470－92－1128

鴨川市立国保病院(鴨川市)

         　    !0470－97－1221
太田整形外科医院（市内） !23－2318

富山国保病院(富山町)　 !58－0301

東条病院(鴨川市)!0470－92－1207

小田病院（鴨川市） !0470－92－1128

伊藤胃腸科クリニック(鴨川市)

         　     !0470－92－2231
鴨川市立国保病院(鴨川市)

         　    !0470－97－1221
赤門整形外科内科(市内) !22－0008

館山病院（市内）　　　　 !22－1122

石川外科内科クリニック

　　　　　　　　 !0470－92－5210

富山国保病院(富山町)　 !58－0301

東条病院(鴨川市) !0470－92－1207

小田病院（鴨川市） !0470－92－1128

伊藤胃腸科クリニック(鴨川市)

         　    !0470－92－2231

症状によっては対応できない場合もあります。
判断できない場合は、当日の夜間待機施設か

安房郡市消防本部（!22－2233）へ問い合わせてください。

【休日】

【休日・夜間】
【休日】

【休日・夜間】

５月

安房医師会病院
　!25－5111

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

夜間救急 ・ 休日救急

【休日・夜間】

　安房医師会病院以外の夜間救急は、次のとおりで、夜間待機施設として、
午後５時から翌朝８時まで診療します。

【休日】は休日当番医です。【休日・夜間】は、休日当番医で夜間救急も行います。

【休日・夜間】
【休日】

平成13年４月15日 1213 だん暖たてやま

【休日】
【休日・夜間】

【休日】

日
曜
納
税
窓
口

　
日
時
／
５
月
13
日
・
20
日
・
27

日
（
各
日
曜
日
）
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分

　
場
所
・
問
合
せ
／
税
務
課
納
税

推
進
室
収
納
係
（
!
22
―
３
１
１

１
内
線
548
・
549

）

　　
税
の
納
付
は
、
便
利
な
口
座
振

替
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
に
す
る
と
、
指
定
さ

れ
た
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に

払
い
込
ま
れ
る
の
で
、
納
め
忘
れ

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
納
期
の
た
び
に
金
融
機

関
へ
行
く
必
要
が
な
く
な
り
、
一

度
手
続
き
を
し
て
し
ま
え
ば
、
翌

年
度
以
降
も
自
動
的
に
引
き
落
と

さ
れ
、
手
間
が
省
け
ま
す
。

　
ご
利
用
の
際
は
、
預
貯
金
残
高

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
の
手
続
き
、
振
替
が

▼口座振替できる税目と口座振替の際の納税義務者

　　　　税　　　　目

市県民税（普通徴収）（前納・期別）

固定資産税　　　　　（前納・期別）

都市計画税　　　　　（前納・期別）

軽自動車税

国民健康保険税

介護保険料

納税義務者

　本人

　所有者（登記上の名義人）

　所有者

　所有者

　世帯主

　本人

※共有名義は、その名義ごとに手続きをしてください。

　
生
涯
学
習
出
前
講
座
「
で
ま

え
・
い
っ
し
ょ
」
は
、
市
職
員
が

講
師
と
し
て
出
向
い
て
、
市
の
事

業
や
施
策
な
ど
を
お
話
し
す
る
制

度
で
す
。
み
な
さ
ん
の
学
習
活
動

※は小・中学校向けにも利用できます。

　５月と６月は　
　赤十字運動月間

生涯学習出前講座

に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

　
内
容
／
全
部
で
57

講
座
。
メ

ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
好
き
な
講
座
を

お
選
び
く
だ
さ
い
。

　
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
10
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
。

　
開
催
日
時
／
午
前
９
時
～
午
後

９
時
ま
で
。
１
講
座
、
１
時
間
以

内
。
（
国
民
の
祝
日
、
年
末
年
始

は
除
く
）

　
会
場
／
市
内
（
公
民
館
、
集
会

所
、
学
校
な
ど
）
【
会
場
の
確

保
、
当
日
の
進
行
は
申
込
者
側
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
】

　
費
用
／
無
料

　
申
込
・
問
合
せ
／
希
望
日
の
20

日
前
ま
で
に
、
申
請
書
を
提
出
。

※
営
利
を
目
的
と
し
た
り
、
個
別

の
相
談
・
要
望
な
ど
、
出
前
講
座

の
趣
旨
に
合
わ
な
い
場
合
は
、
実

施
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
申
込
・
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

（
!
22
―
３
１
１
１
内
線
662
）

　問合せ／日本赤十字社

　　　　　千葉県支部

　!043―241―7531

　赤十字では、
災害救護、救急

法等講習会の普

及や青少年・ボ

ランティアの育

成、献血や医療

事業などの国内

活動をはじめ、海外での緊急救

援、途上国への援助などの人道

的活動を行っています。

でまえ・いっしょ

◆出前講座「でまえ・いっしょ」のメニュー

30　

31　

32　

33　

34　

35　

36　

37　

38　

39　

40　

41　

42　

43　

44　

45　

46　

47　

48　

49　

50　

51

52　

53　

54　

55　

56

57

講　　座　　名 講　　座　　名分　類 分　類№ №

　広報紙・学校新聞づくり※

　情報発信基地（ホームページ）※

　姉妹都市ベリンハム市との国際交流※

　館山市総合計画の概要

　女性施策

　情報公開制度とは

　議会の傍聴

　議会って

　たいせつな選挙※

　館山市の財政事情

　わかりやすい税のはなし※

　市民課窓口業務

　すくすく子育て講座

　女性健康講座

　高齢者健康講座

　栄養講座※

　介護講座

　防災講座※

　地震体験講座※

　防火対策講座※

　救急講習

　障害者の福祉サービス

　少子化対策・子育て支援

　超高齢社会と介護・福祉制度

　国民健康保険講座

　国民年金講座

　館山の観光について※

　特殊販売に気をつけよう

　館山市の農業・水産業について※

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

農業委員会の仕事とは

農地転用のあらまし

ごみの減量とリサイクル

きれいな川にするために※

館山市のごみはどうなってるの？※

水道の維持管理

下水道のはなし※

家を建てるときの手続き

地区計画とまちづくり

こう変わる館山市の玄関

教育委員会はどんな仕事をするところ※

総合的な学習とは

視聴覚教材の利用と16ミリ映写機の操作

スポーツ施策の現状

生涯学習の取り組み

青少年の健全育成

子どもセンターのはたらき

図書館活動のいろいろ

図書館の利用のしかた※

子育て講座

公民館って何をするところ※

館山市の伝統的工芸品※

発掘のはなし※

文化財ってな～に？※

古代の海上交通とたてやま※

戦国時代のお城とまち※

あの人の話を聞きたい

市長と語ろう

健康

防災

消防
救急

福祉

観光

消費

市政

産業

環境

建築

都市

建設

教育

歴史

特別

産業

【休日】
【休日・夜間】

【休日・夜間】

【休日】

※都合により、当番医が変更になる場合があります。

税
の
納
付
は

 

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
で

市職員がおじゃましす！



　
相
談
は
無
料
で
す
が
、
あ
ら
か
じ
め
予
約

と
相
談
内
容
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
先
着
８

人
で
締
め
切
り
ま
す
。

　
日
時
／
５
月
８
日
（
火
）
午
後
１
時
～
午

後
４
時

　
場
所
／
市
民
セ
ン
タ
ー

　
予
約
開
始
日
／
４
月
27
日
（
金
）
午
前
９

時
か
ら

　
問
合
せ
・
予
約
／
市
民
相
談
室
（
!
22
―

３
１
１
１
内
線
506
）

４月５日現在の申込み分を掲載。

主催者の都合により変更になることがあります。

問合せ／千葉県南総文化ホール !2 2 －1811

　　　　　　（財）千葉県文化振興財団ホームページ

　　　　　　　　　　　http：//www.cbs.or.jp

５月のイベント
インフォメーション

南総文化ホール

日　時 催　　物　　名 使用時間帯 入場方法 主　催　者

大
ホ
ー
ル

小

ホ

ー

ル

映画「名探偵コナン」

～天国へのカウントダウン～

法定講習会及び館山地区総会

第７回睦実会発表会

千教組安房支部合同定期大会

第３回あわ夢まつり

13日（日）

17日（木）

20日（日）

25日（金）

27日（日）

①10:00～11:45

②13:00～14:45

　 9:50～16:50

　12:00～16:30

　14:00～17:00

　

　13:00～15:30

有　料

関係者

有　料

関係者

有　料

ペニンシュラ

!23-8802

館山地区安全運転管理者

協議会（!22-3035）

千葉民謡睦実会

!36-2025

千葉県教職員組合安房支部

!22-0670

館山市・館山市教育委員会・あわ

夢まつり実行委員会（!22-3111）

南房学園1・2年合同講義

南房学園1・2年合同自治会総会

第19回つぼみのコンサート

ピアノ発表会

館山市防犯協力会総会

夏季舞踊発表会

第５回南房合唱交歓会

ピアノ発表会

カラオケ発表会

館山市町内会連合協議会総会

館山市行政事務委託打合せ会

第３回あわ夢まつり

２日（水）

３日（木）

６日（日）

11日（金）

12日（土）

13日（日）

19日（土）

20日（日）

25日（金）

27日（日）

　10:00～12:00

　13:00～15:00

　13:00～16:00

　９:00～16:30

　14:00～16:00

　12:00～16:00

　13:00～15:00

　13:30～16:30

　９:30～16:30

　14:00～15:00

　15:00～17:00

　13:00～15:30

関係者

無　料

無　料

関係者

有　料

無　料

無　料

無　料

関係者

有　料

千葉県生涯大学校南房学園

!24-0789

三平宣子（!27－5034）
おおいし

大礰ピアノ教室（!44－4185）

館山市防犯協力会

（市社会安全対策課!22-3111）
はんせん

花沢流蕃扇会（!44-0822）

富山コーラス（!57-2864）

佐野早苗（!36-2747）

南総歌唱愛好会（!27-3189）

市総務課（!22-3111）

館山市・館山市教育委員会・あわ

夢まつり実行委員会（!22-3111）

　
第
１
次
試
験
期
日
／
５
月
19
日
（
土
）

　
試
験
会
場
／
千
葉
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

（
千
葉
市
美
浜
区
浜
田
２
丁
目
１
番
）

　
募
集
受
付
期
間
／
４
月
27
日
（
金
）
ま
で

　
採
用
予
定
人
員
・
受
験
資
格
／

 

①
警
察
官
Ａ

 

②
警
察
官
Ａ

・
い
ず
れ
も
昭
和
46
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）

を
平
成
14
年
３
月
末
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
人
（
女
性
は
既
卒
者
を
含
む
）
・
人
事
委

員
会
が
前
記
に
該
当
す
る
人
と
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
る
人

　
申
込
書
等
の
受
領
・
申
込
先
／

　
館
山
警
察
署
又
は
交
番
・
駐
在
所
、
千
葉

県
警
察
本
部
警
務
課
、
県
内
各
警
察
署
、
千

葉
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　
問
合
せ
／
最
寄
り
の
交
番
、
駐
在
又
は
館

山
警
察
署
（
!
23
―
０
１
１
０
）

千
葉
県
警
察
官
を
募
集

法
律
相
談

弁
護
士
が
相
談
に

応
え
ま
す

５月の休館日／１日、７日、1 4 日、2 1日、2 8 日

（
男
性
）
120
人
程
度

（
女
性
）
20
人
程
度

相談はすべて無料です（結婚相談以外は、土曜・日曜・祝日は休みます）
秘密は厳守されますからお気軽にご相談ください

こんなことあんなこと相談案内 お気軽にどう　ぞ　

心配ごと
（一般相談員による相談）
日時／毎週火曜日（祝日の場合は翌日）
　　　午前10時～午後３時
（専門相談員による相談）
日時／毎月第１、第３火曜日
　　　午後１時～３時
対象／一般相談員の相談を受けた人、
　　　１日４人まで
場所／市民センター
問合せ／社会福祉協議会  TEL 23－5068

家庭教育
生活習慣、登校拒否、非行の相談など
日時／月曜～金曜日 午前９時～午後４時
場所／中央公民館
問合せ／TEL 23－31 1 1

精神保健
不眠、イライラ、対人関係、老人ボケ等の心配
日時／５月 1日（火）・５月 8日（火）
　　　５月15日（火）・５月22日（火）
　 　　午後１時30分～３時
場所／安房保健所
申込／安房保健所（TEL 22－4511）に予約必要

乳幼児
◎乳児健診
日時／５月16日（水）
対象／４カ月児
受付時間／午後１時30分～２時30分
◎乳児相談
日時／５月７日（月）
受付時間／午前９時30分～10時30分
◎１歳６カ月児健康診査
日時／５月10日（木）
対象／平成11年10月生まれ児
受付時間／午後１時20分～１時40分
◎３歳児健康診査
日時／５月31日（木）
対象／平成９年11月生まれ児
受付時間／午後１時20分～１時40分
※場所は保健センター（TEL 23－3113）

消費生活
商品のサービスや苦情・問合せ
日時／5月10日（木）・17日（木）
　　　午前９時～午後４時
場所・問合せ／市民相談室

市民生活

市民生活あれこれ、お気軽にどうぞ
日時／毎日　午前９時～午後５時
場所・問合せ／市民相談室

結婚
日時／毎月第１、第３日曜日
     　午前10時～午後４時
場所／市民センター
問合せ／社会福祉協議会　TEL 23－5068

年金
厚生年金など（館山市役所は偶数月に開催）
日時・場所／５月15日（火）　千倉町役場
　　 　　　５月17日（木）　鴨川市役所
　　　　　 午前10時～午後２時　
国民年金は、常時市民課で相談に応じます。
問合せ／市民課年金係
　　　　（TEL 22－3111 内線556）

交通事故
電話でもできます
日時／毎日午前９時～午後４時30分
場所／交通事故相談所安房支所
問合せ／TEL 22－7111 内線371

不用品
情報コーナー

　みなさんの不用品交換のお手伝いをし
ます。ほしい、譲りたいなどのご希望を
お寄せください。
　お問い合わせは、商工観光課消費生活
係（TEL22－31 1 1内線596）ヘどうぞ。

◎希望します【希望条件】
【相談】ベビーゲート・横だっこ紐・金魚水槽
　　　（横幅50～60cm）・水産高校男子制服
　　　ｗ76～79cm・洋裁人台・空気清浄器
◎譲ります【希望条件】
【8,000円】・メッセージウエア
【10万円程度】電動マッサージ機（リクライニ
　　　ング）
【相談】・三中女子制服上下（新品ｗ60cm前後）
　　　・雛人形・ケース入人形・五月人形
【無料】・電子ピアノ（クラビノーバ）・フロー
　　　ラピアノ・大人用三輪自転車・安房高校
　　　制服スカート（ｗ＝60㎝）

●5月の古紙・紙パック収集日

地  区 名 古　紙 紙パック

 6日（日）

22日（火）

13日（日）

29日（火）

27日（日）

10日（木）

 7日（月）

24日（木）

23日（水）

24日（木）

10日（木）

17日（木）

31日（木）

31日（木）

31日（木）

17日（木）

館        山

北        条

那古・船形

西岬・富崎

神        戸

豊        房

館野・九重

○新聞、雑誌、ダンボールに分けてごみ
　搬出場所ヘ
○収集日の午前８時30分までに
○雨でも収集します。濡れないように、
　ビニールなどで覆ってください
○紙パックは切り開き、洗ってたばねて
　ください
問合せ／環境保全課
　　　　（TEL 22－3111 内線614）

平成13年４月15日 1 415 だん暖たてやま

定例行政相談

人権相談
日時／毎週水曜日　午後１時～午後４時
　　　※祝日の場合は前日又は後日
場所／千葉地方法務局館山支局
　　　人権相談室　TEL 22－0620　　

行政への苦情や意見、要望
日時／5月16日（水）
　  　午前10時～午後３時
場所／館山市民センター第一会議室
問合せ／市民相談室
　　　　TEL22－3111 内線506

児童
家庭関係・養育間題など
日時／毎日午前８時30分～午後５時
場所／市社会福祉課
　　（TEL 23－3113 内線574）

身障・知的障害
日時／身障：毎月第２金曜日
　　　知的障害：毎月第４火曜日
　　　午後１時～３時
場所／身障：伊賀整形外科クリニック
　　　知的障害：田村病院
申込・問合せ／社会福祉課に必ず事前に申し
　　　込みをしてください。
　　　（TEL 22－3111 内線574）

介護
在宅での介護に関する心配ごと、悩みごと
日時／24時間・毎日
場所／館山市在宅介護支援センター
　　　なのはな　　　TEL 29－2800
　　　ほほえみ　　　TEL 27－6411
　　　たてやま　　　TEL 25－7191
      安房医師会     TEL 25－5030


